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（昭和44年稿）

　　　＊ 地質部

地域地質研究報告
5万分の 1図幅
青森（5）第 21号

五所川原地域の地質

大　沢　　ズ *・平山　次郎 *

五所川原地域の新第三系の層序ならびに岩木火山について，弘前大学教育学部の宮城一男助教授

および，とくに岩井武彦助教授から，第四系について東北大学の中川久夫博士から有益な御教示を

いただくことができた。地質図に記入した重力異常の分布は，石油開発公団が地質調査所に依頼し

て昭和32年に測定した結果（小川健三，1957）を，石油開発公団の許可をうけて発表させていただ
いた。また同公団の厚意により，森田 SK－1 と梅沢 SK－1 の2本の試掘資料を利用させてもらっ
た。以上，深く感謝する次第である。なお，岩木火山について，本所の沢村孝之助技官および一色

直記技官より，現地において多くの御教示を賜つた。

Ⅰ．地　　　形

五所川原地域の地形は，北部－束部の第四系からなる地域，中央部－南西部の岩木火山地域と，西端部

の上部新第三系からなる地域とに分けることができる（第1図）。

北部－東部の第四系からなる地域は，海抜50m以下のいく段かの平坦面を有する緩やかな台地と，

現在の河川の水位と大差のない冲積原とからなり，北西部の海岸には砂丘が発達している。この地域を

南北に岩木川が蛇行しながら北流している。

第1図　五所川原地域の地形区分図
A：第四系地域　B：岩木火山地域　C：上部新第三系地域
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第2図　五所川原地域南西端部黒坊沼付近から岩木山山頂をのぞむ（八谷彪一，1905）
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第3図　五所川原地域南西部長平町北方から岩木山山頂をのぞむ（八谷彪一，1905）
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第4図　五所川原地域中央部廻堰大溜池付近から岩木山山頂をのぞむ（八谷彪一，1905）
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第5図　五所川原地域中南部貝沢付近から岩木山山頂をのぞむ（八谷彪一，1905）
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岩木火山は，本地域から南隣の弘前地域の北部まで広く分布し，そのほぼ中央（南隣の弘前地域内）

に，分布面積に比較して，すこぶる小型（長径2.5km，短径1.7km）の不完全なカルデラを有してい

る。外輪山は，爆裂火口，火口瀬などのため破壊され，わずかに北東壁をとどめているにすぎない。そ

のなかの中央火口丘（海抜1,625.2m）は小さな円錐形の美しい山容を示している。本火山には10ヵ所

以上に達する爆裂火口跡がみられ，また裾野の発達がすこぶるよく，とくに北東麓には伝次森山・焼山・

御月山・大森山・手白森などの60コ以上の泥流丘（mudflow hill）がみられる。河川は，外輪山から外

側に向かって流れ，火山特有の放射谷を形成している（第2図・第3図・第4図および第5図）。

西端部の上部新第三系からなる地域は，海抜200m以下の地形の緩やかな丘陵をなしている。山地

の起伏量は小さく，谷密度が密であって，複雑な地形を呈している。

Ⅱ．地　　　質

Ⅱ．1　概　　説

Ⅱ．1．1　層　　序

五所川原地域の地質は，東北裏日本緑色凝灰岩地域特有の新第三系のうち，上部の岩層およびこれら

を被覆している第四紀の岩木火山噴出物，洪積層および沖積層とからなる。この地域の地質を総括して

第1表に示す。なお本地域付近の地質略図，等重力線図および新第三系の復原断面図を第6図・第7図

　 第 1表　五所川原地域の地質総括表
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に示す。

新第三系は大別して，下位から黒石沢層・大童子層・赤石層・舞戸層・鳴沢層および立山層に分けら

れる。まわりの地域との層序対比表を第2表に示す。

黒石沢層は地表下500～1,400m（五所川原市街地付近では200m？）に分布し，下部は玄武岩凝灰角

ぷ岩・火山ぷ凝灰岩および凝灰岩から，上部は安山岩凝灰角ぷ岩・火山ぷ凝灰岩などから構成されてい

る。

大童子層は黒石沢層を被覆して地表下400～1,200m（五所川原市街地付近では冲積層の直下？）に分

布し，下部は酸性凝灰岩から，上部は硬質頁岩から構成されている。

赤石層は大童子層を整合に被覆して，地表下350～500m（五所川原市街地付近では冲積層の直下？）

に分布し，黒色泥岩から構成されている。

舞戸層は赤石層を整合に被覆して，本地域西端部に露出し，泥岩を主としている。

鳴沢層は舞戸層を整合に被覆して，本地域西部に露出し，泥岩を主とし酸性凝灰岩を挾有している。

立山層は本地域の北東端にわずかに露出し，下位から酸性凝灰岩および凝灰質砂岩からなる。

つぎに新第三系の構造発達史について，まわりの地域をあわせて次に述べる（第7図参照）。南隣の弘

前地域では，中新世初期頃から相対的沈降が始まり，黒石沢層の下位にくる藤倉川層を堆積した。弘前

地域では、いまだ本格的海侵を蒙らず，堆積はおそらく陸上（一部浅海）で行なわれた。この間に輝石安

第2表　五所川原地域付近の新第三系の対比表
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山岩熔岩と同質の火山砕ば岩などを噴出した。その後同じく輝石安山岩熔岩と同質の火山砕層岩を主と

する黒石沢層を堆積したが，次第に海侵を受けて行ったと考えられる。五所川原地域ではこの時期に同

じような火山岩類を多量に堆積している。

つぎの湯口山層および早口川層（両層とも黒石沢層の上位の地層）の堆積時には，弘前地域南部の秋

田・青森県境一帯では，すでに相対的隆起地帯と沈降地帯との分化のきざしが起こっていた（大沢，19

62）。また盛谷（1968）によれば青森県深浦地域でも，この時期に以前から芽ばえていた相対的隆起帯

と沈降帯との構造的分化が起きている。五所川原地域の大部分はおそらくこの相対的隆起地帯にあた

り，この時期の堆積物をほとんど累積せず（もしくはごく薄いため，大童子層堆積当時までに削はくさ

れた），西黒沢階の堆積盆の周縁部であったと推定される。

つぎの大童子層および赤石層（上部中新統の含油第三系）の堆積当時は，青森県下全域からみると，

最大海侵および最大沈降が生じた。しかしながら，堆積盆内では層厚の変化は，前の時期にくらべて著

しく大きく，昇降運動の地域的分化が活発化したものと考えられる。すなわち，五所川原地域の中部-

東部では大童子層の層厚は30～200m，赤石層の層厚は45m以下であるが，東隣の青森西部地域では

岩佐三郎（1962）によれば，大童子層相当層が400～1,000，赤石層相当層が200～600mあり，また

西隣の鯵ガ沢地域でも赤石層が600～1,000mもある。このことは五所川原地域中部-東部が堆積盆地

の内の周縁部もしくは微沈降地域に位置していたことを示している。

つぎの舞戸層堆積当時についても同様の傾向がみられる。すなわち，舞戸層の層厚は西隣の鯵ガ沢地

域で600～800m，東隣の青森西部地域で200～1,400mであるにもかかわらず，本地域の中部－東部で

は30～100mである。

つぎの鳴沢層の堆積時についても同じで，本地域の鳴沢層の層厚は東隣の青森西部地域より薄く100

～265mにすぎない。

上述したように五所川原地域中部-東部は，黒石沢層堆積後ひきつづき相対的隆起地帯であったと考

えられる。

第四紀には岩木火山の噴出物，洪積層および冲積層がある。岩木火山は主として（橄欖石）紫蘇輝石

普通輝石安山岩の熔岩および火山砕ば岩からなり，中央に小型のカルデラを有する成層火山であって，

鳥海火山帯に属しており，洪積世初期から現世に至るまで活動している。

Ⅱ．1．2　地 質 構 造

五所川原地域における新第三系の地質構造は，大局的にみてN-SまたはNNW-SSE性の褶曲構造

によって特徴づけられ，西から鰺ガ沢背斜構造（西隣の鯵ガ沢地域内，第8図参照），鳴沢向斜構造お

よび五所川原背斜構造がある。鳴沢向斜構造は負の重力異常とほぼ完全に一致する。

向斜軸の方向はほぼN-S，翼部の傾斜は鳴沢層中で10～20ﾟの緩傾斜であり，向斜軸はN方向に緩

く沈下すると考えられる。五所川原背斜構造は正の重力異常とはば一致し，重力異常からみて，背斜軸

の方向はNNW-SSEであるが，北に行くにしたがいNNE-SSWになると推定される。翼部の傾斜は

梅沢SK-1試錐のデータからみて，10ﾟ以上である。この背斜はその軸が北と南に沈下する大きなドー

ム構造であろう。この両構造のあいだにも，岩佐三郎（1962）によれば，森田SK-1の西方のNS性
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背斜構造（森田背斜構造）と岩木川に沿う同じくNS性の向斜構造が指摘されている。これらの構造は

重力異常に現われてないところからみて，連続性にとぼしいものであろう。森田背斜構造（岩佐三郎

1962）と鳴沢向斜構造との間付近を境として新第三系のうち，とくに赤石層と舞戸層の層厚が，西部で

は各々200～600m，150～600mであるのに対し，東部では各々45m以下，30～100mであって極端に

薄くなっている。すなわち，森田背斜構造と鳴沢向斜構造とは堆積盆の周縁部と中心部との境に形成さ

れた褶曲構造である。このことは，五所川原背斜構造についてもいえる。すなわち，この構造付近では，

大童子層が30～200m，赤石層が45m以下，舞戸層が30～100mというようにいずれも薄い。これに

対し，岩佐三郎（1962）によれば東方に行くに従い急激に厚くなり，大童子層相当層が400～1,000m，

赤石層相当層が200～600m，舞戸層相当層が200～1,400mの層厚を示している。これら褶曲構造は

ほとんど第四系に被覆されているので，こまかいことは不明であるが，おそらくNS性もしくはNNW

-SSE性の断層を伴っていることと考えられる。これらの褶曲構造の生成は，遅くとも大童子層堆積当

時から開始されていたと考えられ，完成されたのは，鳴沢層堆積後であろう。五所川原背斜構造は著者

ら・角清愛および盛谷智之（平山ほか，1961）が津軽・北秋田地域の地質構造の特徴として指摘した第

1級の隆起帯 注1）にあたると考えている。

Ⅱ．2　黒 石 沢 層

黒石沢層（命名：斎藤正次，1951）は南隣の弘前地域南部に藤倉川層を整合に被覆して分布している

が，本地域内では地表に露出せず，試掘井で確認されるのみである。

模式地　秋田県北秋田郡藤里村黒石沢流域

層厚　400m＋

岩相　下部の層厚150m＋は玄武岩凝灰角ぷ岩・火山ぷ凝灰岩および凝灰岩からなる。上部の層厚

250m±は安山岩凝灰角ぷ岩・火山ぷ凝灰岩などからなる。

層位関係　不明

化石　不明

Ⅱ．3　大 童 子 層

大童子層（命名：斎藤林次ほか，1954）注2）は西隣の鯵ガ沢地域内に分布しているが，本地域内では

地表に露出せず，試掘井で確認されるのみである。

模式地　鯵ガ沢地域深浦町大童子川中流の流域

層厚　30～200m

岩相　硬質頁岩および酸性軽石凝灰岩からなる。硬質頁岩は暗灰色，堅硬，緻密で，板状層理の著し

い珪質な頁岩であって，本層の上部に多い。森田SK-1試錐ではきわめて薄く，層厚は2.5m内外で

ある。上述の板状層理は頻繁にくり返す白黒の縞状構造に由来する。白色部は厚さ0.1～0.3m，黒色

部は厚さ0.1m内外である。いずれも非常に硬く，貝殻状断口をしめす。これら白色部と黒色部は，い

　 注 1）西隣の鯵ガ沢背斜横道もこれにあたる。
　 注 2）青森県（l954）：青森県の地下資源
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ずれも新鮮な部分は暗が色を呈するが，風化面では対照的な色調にかわる。肉眼観察では黒色部の方が，

白色部に較べて，より珪質な印象をうける。酸性軽石凝灰岩は灰白色，やや軟弱，ベントナイト質であ

って，本層の下部に多い。西隣の鯵ガ沢地域内では，本層の基底部に層厚1～2mの海緑石砂岩がある。

層位関係　木層と黒石沢層との関係は多分不整合であろう。

化石　本層中から有孔虫および Sagarites (Makiyama) chitanii (MAKIYAMA) を産する。岩佐三郎

（1962）によれば，有孔虫化石の産出は全般的にはきわめて貧弱であるが，数地点において，Martino-

ttiella communis, Bathysiphon sp. をやや普遍的にもち，Cyclammina japonica, Goesella sp., Ha-

plophragmoides trullissatum, H. renzi, Massilina sp., Spirosigmoilinalla compressa をまれに伴

う化石群がしられている。

Ⅱ．4　赤　石　層

赤石層（命名：今西茂，1949）は西隣の鯵ガ沢地域内に大童子層を被覆して広く分布しているが，本

地域内では地表に露出せず，試掘井で確認されるのみである。

模式地　鯵ガ沢町赤石川中流一帯（第9図参照）

層厚　30～600m（鯵ガ沢地域では600～1,000m）

岩相　本地域西端部以外ではきわめて薄く厚さ45m以下で黒色泥岩からなる。模式地の西隣の鯵ガ

沢地域内についてみるとつぎのようである。上部は黒色泥岩で凝灰質砂岩を挾む。黒色泥岩は暗灰色，

層理にとぼしく，塊状，シルト質である。風化すると淡が色～灰白色となり，大小の細片に砕ける。露出

面には硫黄状の粉末がふいていることが多い。しばしば，厚さ0.1m以下の凝灰質砂岩の薄層を挾有し

ている。下部に行くにしたがい，本層を構成する泥岩は次第に硬さを増し，層理もはっきりしてくる。

すなわち，比較的硬い泥岩と，軟らかい泥岩との互層からなる。硬質部は厚さ0.1～0.6m，鋭い角をも

って割れる。軟質部は硬質部にくらべて薄く，数cm程度の厚さで，玉葱状あるいは鱗片状に割れる。

層位関係　本層と大童子層との関係は，西隣の鯵ガ沢地域内でみられ，整合である。赤石層下部の硬

軟互層と大童子層の硬質頁岩とは，境界部付近では外観が酷似し，漸移関係にある。しかしながら，一

般に赤石層の硬軟互層は厚板状，大童子層の硬質頁岩は細板状という感じである。

化石　本層中から有孔虫・貝化石およびSagari tes  (Makiyama )  chitanii  (MAKIYAMA) を産す

る。岩佐三郎（1962）によれば，有孔虫化石は Bathysiphon sp., Cyclammina japonica, C. pusilla,

Haplophragmoides, Spirosigmoilinella compressa  を少数伴う貧化石相を示す。小泉格（1966）

によれば，貝化石としては模式地付近および中村川ぞいの松代西方より Lucinoma acutilineatum

(CONRAD) を採集している。また同氏は本層中より底棲有孔虫群として，Epistominel la,  Haplo-

phragmoides, Martinottiella, Spirosigmoilinella, 浮游性有孔虫群として Globigerina を報告してい

る。同氏によれは第3表の示すような珪藻を産する。

Ⅱ．5　舞　戸　層

舞戸層（命名：高橋純一・八木次男・柴田荘三，1934）は赤石層を被覆して，本地域西部に分布して

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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第 3表　鯵ガ択―鳴沢付近の珪藻（小泉格，1966）
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模式地　鰺ガ沢町舞戸付近の鉄道切割（第9図参照）

層厚　30～600m（鰺ガ沢図幅地域では600～800m）

岩相　泥岩を主とし，酸性凝灰岩・凝灰質砂岩などの薄層を挾有し，本図幅地域西端部以外ではきわめ

て薄く，厚さ30～100mである。泥岩は青灰色～暗灰色，風化すると淡黄色～白色を呈し，やや軟弱，

塊状である。層理が明瞭でなく壁状を呈し，挾有する薄層（とくに酸性凝灰岩）によってのみ走向およ

び傾斜を知ることができる。ところにより長間隔の節理のため大きな角礫状に割れる。しばしば石灰岩

～ドロマイトの径数0.1～3mの団球を含有している。酸性凝灰岩は灰白色，軟弱，軽石質であって，

厚さ10～15cmの薄層として数層挾有されている。砂岩は青灰色～暗灰色，軟弱，細粒，凝灰質であっ

て本層上部に挾有されている。

層位関係　舞戸層と赤石層との関係は西隣鰺ガ沢地域内でみられ，整合である。

化石　本層中から有孔虫・珪藻・Sagarites（Makiyama）chitanii（MAKIYAMA）および貝化石を

産する。岩佐三郎（1962）によれば，本層は全般に無～貧化石相を示し，第4表に示す有孔虫化石群が知

られている。なお，小泉格（1966）は本図幅地域に西隣する鰺ガ沢町舞戸北東方，川尻南西方および本

地域内の同町南浮田西方から，底棲有孔虫群としてEggerella  sp., Martinottiella sp., Miliammina

echigoensis ASANO and INOMATAを報告している。また、同氏は鰺ガ沢町柳田付近から貝化石（Con-

chocele  sp.）を採集している。なお，同氏によれば第3表のような珪藻を産する。

第 4表　舞戸層上部の有孔虫化石群（岩佐三郎，1962）
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Ⅱ．6　鳴　沢　層

鳴沢層（命名：今西茂，1950）は舞戸層を被覆して，本地域内に点々と分布している。

模式地　鰺ガ沢町南浮田付近

層厚　180～265m

岩相　砂岩を主とし，酸性凝灰岩，ときに泥岩の薄層を挾有する。砂岩は青灰色～暗灰色，風化する

と黄白色～橙色を呈し，軟弱，塊状，極微粒～細粒，凝灰質であって層理が明瞭でない。酸性凝灰岩は

灰白色，軟弱，軽石質であって，軽石はときに円磨されている。厚さ数cm～数10cm，ときに2～4m

の薄層として数層挾有されている。また森田SK-1試錐によれば上から層厚20m，20m，70mの酸性

軽石凝灰岩の厚層が3枚確認される。

層位関係　鳴沢層と舞戸層との関係は漸移整合であって，砂岩を主とするところから本層とした。

化石　本層中から多数の有孔虫・珪藻・貝化石・海綿の骨針などを座する。本層から産する貝化石は

つぎの通りである（岩井武彦，1960）。

　Dentalium weinkauffi DUNKER

　　　　　　　　　　　 （採集地　弘前市十腰内）

　Acila nakazimai OTUKA

　Nuculana cf. sadoensis（YOKOYAMA）

　Dentalium weinkauffi DUNKER

　　　　　　　　　　　  （採集地　森田村床舞）

　Nuculana cf. sadoensis（YOKOYAMA）

　Limopsis sp.

　Pododesmus macroschisma（DESHAYES）
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Septifer sp.

Clinocardium cf. californiense（DESHAYES）

Ezocallista cf. brevisiphonata（CARPENTER）

Macoma nipponica（TOKUNAGA）

　　　　　　　　　　　   （採集地　鰺ガ沢町鳴沢川上流）

Acila nakazimai OTUKA

Nuculana cf. sadoensis（YOKOYAMA）

Macoma nipponica（TOKUNAGA）

Dentalium weinkauffi（DUNKER ）

　　　　　　　　　　　   （採集地　鰺ガ沢町南浮田）

岩佐三郎（1962）によれば森田南方の本層上部から，第5表に示す浅海性のElphidium-Cibicides 化

石群集が知られている。なお小泉格（1966）により第6表のような有孔虫化石，また同氏により第3表

のような珪藻が報告されている。

第 5表　鳴沢層上部の有孔虫化石群（岩佐三郎，1962）
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第 6表　鳴沢層の有孔虫化石（小泉格，1966）

Ⅱ．7　立　山　層

立山層（命名：田口一雄，1959）は本地城北東隅にわずかに分布している。以下の記載は主として藤
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井敬三（1966）によった。

模式地　嘉瀬村嘉瀬東方立山付近

層厚　50～100m

岩相　下位から酸性軽石凝灰岩（鶴ガ坂凝灰岩）および粗粒凝灰質砂岩からなる。鶴ガ坂凝灰岩は層

厚10～20mであるが，五所川原駅の南南東方約6 .0kmの石油開発公団の梅沢SK-1試掘井では128

m，東隣青森西部図幅地域内の鶴ガ坂付近では150～200mである。岩相は新鮮部は灰白色，風化した

露頭では白色の粗粒酸性軽石凝灰岩で，未膠結の白色砂質凝灰岩の基地に，ビ大の軽石がぷ状に突出し

ている。軽石はやや堅硬で繊維状組織が明瞭な岩石で，両錐がよく発達した高温石英を含み，有色鉱物

は少ない。紫蘇輝石（70～80％），普通輝石（20～30％）が多く，角閃石は少ない。なお本図幅地域中南

部の弘前市大森および住吉付近に火砕流堆積物（pyroclastic flow deppsit）の露頭がある。鳴沢層上部

の可能性もあるが．一応鶴ガ坂凝灰岩のものとした。岩相は灰白色の石英安山岩軽石凝灰岩で，塊状，

無層理，まれに炭化木片を含有している。細粒物質が多いことから，火山灰流（ash flow）と考えられ

る。軽石は繊維状組織が明瞭で，斑晶として斜長石，きわめて少量の有色鉱物からなる。住吉付近では

紫蘇輝石と普通輝石のみであるが，大森付近では，ほかに少量の普通角閃石がみとめられる。

層位関係　藤井敬三（1966）によれば下位の味のガ沢層（鳴沢層に対比される）と整合関係を示す。

化石　発見されていない。

Ⅱ．8　黄 金 山 層

黄金山層（命名：酒井軍治郎，1958）は鳴沢層を被覆して，本地城西部から南部にかけて点々と分布

し，岩木火山噴出物におおわれている。

模式地　弘前市黄金山付近

層厚　100m±（ときに150m以上）

岩相　安山岩凝灰角ぷ岩・火山ぷ凝灰岩・泥炭を有するシルト岩・凝灰質砂岩・酸性凝灰岩・砂・

ぷ・粘土などからなる。安山岩凝灰角ぷ岩および火山ぷ凝灰岩は，後述の岩木火山の古期成層火山を構

成するものとすこぶる酷似し同質のものであろう。シルト岩・凝灰質砂岩および酸性凝灰岩は鳴沢層の

ものより，軟弱で凝結度がよくない。

層位関係　下位の鳴沢層とは不整合である。

´́́́́化石　酒井軍治郎（1958）によれば，本層の泥炭層中から，Menyanthes trifoliata LINNE を産し，

洪積統に属すると考えられる。木層は岩木火山の古期成層火山形成時期の湖成層と考えられる。

Ⅱ．9　段 丘 堆 積 層

本層は砂およびぷ，ときに粘土からなり，高位の第1段丘堆積層と低位の第2段丘堆培層とに分けら

れる。段丘面上には岩木火山砕ば岩がのり，段丘堆積層と岩木火山砕ば岩との境がはっきりしないとこ

ろが多い。
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Ⅱ．10　岩 木 火 山

岩木火山はおもに安山岩熔岩および同質火山砕ば岩から構成されている。噴出の時代については次の

諸事実などからみて更新世から現世にわたると考えられる。（1）古期成層火山の安山岩火山砕ば岩とす

こぶる酷似する岩石が更新世の黄金山層中に挾有されている。（2）もっとも最近の噴火は，百沢寺延喜

によれば文久3年（1863）に山上の2ヵ所に起こった。（3）火山地形の開析程度。

岩木火山には第9図に示したように，ほぼ中央に直径1.7～2.5kmの不完全なカルデラのほかに爆裂

火口跡が10ヵ所以上あり，直径30～50mのものが多い。岩木火山の噴出物は下位から古期成層火山・

新期成層火山・寄生火山・中央火口丘および岩木火山砕ば岩に分けられる。岩石はすべて紫蘇輝石質岩

系（久野久，1954）に属する石英橄欖石角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩・紫蘇輝石普通輝石安山岩

および橄欖石紫蘇輝石普通輝石安山岩である。

Ⅱ．10．1　古期成層火山

古期成層火山は，現在の岩木火山本体の活動前の“古岩木火山”と考えられる。構成する岩石は，岩

木火山の最下部を占めて侵食の進んだ谷に沿って分布し，安山岩凝灰角ぷ岩を主とし，安山岩火山角ぷ岩・

山ぷ凝灰岩・凝灰岩および自破砕熔岩を挾有している。安山岩凝灰角ぷ岩・火山角ぷ岩などの角ぷ

と基質との凝結度は，比較的ルーズでハンマーで容易に両者を分離することができる。これら火山砕屑

岩類の厚さは200～350mであるが中心よりはなれるに従い急に薄くなり，笹森山西方黒坊沼付近とか，

笹森山北北西の276m高地付近などでは50m以下である。この火山砕屑岩類はときに，層理を示し，白

沢および徳明川などでは下流に向かって緩傾斜している。これら火山砕屑岩類中の角ぷを構成する岩石

は，暗青色～暗灰色，緻密，堅硬，斑状であって，徳明川最上流には多孔質のものが多い。後述の新期

成層火山の岩石との識別点は，（1）ほとんど火山砕屑岩から構成されている。（2）やや変質され一般に

成層せず橄欖石はみとめられないことなどである。代表的な火山岩塊を鏡下でみるとつぎの通りである。

紫蘇輝石普通輝石安山岩（Vd），白沢

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ0.3～2.0mm，累帯構造を示す。普通輝石は大きさ0.3～

1.5mm，紫蘇輝石は大きさ0.3～1.4mmである。

石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

Ⅱ．10．2　新期成層火山

新期成層火山を構成する岩石は，岩木火山の本体を構成し，山頂から中腹にいたる間に分布し，安山

岩熔岩を主とし安山岩凝灰角ぷ岩を挾有している。1つの熔岩の厚さは30～50mで，赤倉沢では8枚

以上の熔岩流が重なり，下流に向かって緩傾斜している。熔岩は部分的に自破砕熔岩となつている。岩

石は青灰色～暗灰色，緻密，堅硬，斑状である。代表的な熔岩を鏡下でみるとつぎの通りである。

紫蘇輝石普通輝石安山岩（Vd），岩鬼山　
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斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ0.4～1.5mm，黒帯構造および虫喰状構造を示す。輝石は

大きさ0.3～1.9mmである。

石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

橄欖石紫蘇麻輝石普通輝石安山岩（Vd），岩木山鳥ノ海西方

斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・橄欖石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ0.3～2.0mm，累帯構造および虫喰状構造を示す。輝石は

大きさ0.3～1.7mm，橄欖石は大きさ0.2～2.0mm，イディングス石に一部置換されている。

石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

　　　ガラス基流晶質組織を示す。

Ⅱ．10．3　寄 生 火 山

寄生火山には岩木火山の北西麓笹森山を構成し，安山岩熔岩からなるものと，同火山の外輪山壁から

流下し鍋森山を構成し，同じく安山岩熔岩からなるものがある。

笹森山を構成する岩石は帯紫がの暗灰色，緻密，堅硬，斑状である。代表的な熔岩を鏡下でみるとつ

ぎの通りである。

紫蘇輝石普通輝石安山岩（Vd），笹森山

斑晶：斜長石・普通輝石．紫蘇輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ0.4～2.0mm，ときに3.0mm以上に達し，累帯構造を

示す。普通輝石は大きさ0.3～1.6mm，双晶をなすものがある。紫蘇輝石は大きさ0.4～

1.5mm，多色性の著しいものがある。

石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

　　　ガラス基流晶質組織を示す。

鍋森山を構成する岩石は帯紫がの暗灰色，緻密，堅硬，斑状である。代表的な熔岩を鏡下でみるとつ

ぎの通りである。

紫蘇輝石普通輝石安山岩（Vd），鍋森山

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ0.3～2.0mm，累帯構造を示す。普通輝石は大きさ0.3～

1.5mm，紫蘇輝石は大きさ0.3～2.0mmであって，後者は多色性が著しい。

石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

Ⅱ．10．4　中央火口丘注3）　　　

中央火口丘は岩木火山の山頂（海抜1,625.2m）を構成し，小さな円錐形（直径NW-SE 800m，NE

 　注 3）南隣の弘前図幅地域内にある。
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-SW550m）で，やや酸性の安山岩熔岩からなる。岩石は青灰色～灰色，粗鬆，堅硬．斑状であって，

外来岩片および外来結晶を含有していることが多い。代表的な熔岩を鏡下でみるとつぎの通りである。

なお，光学的性質を示す数値は河野義礼・青木謙一郎・門脇淳（1961）による。

石英橄欖石角閃石含有紫蘇輝石普通輝石安山岩（ Ⅵd），岩木山山頂

斑晶：斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・角閃石．橄欖石・石英・鉄鉱

斜長石は曹灰長石に属し，大きさ0.3～1.7mm，清澄なものと，塵状包有物の多いものとあ

り，累帯構造を示す。普通輝石は大きさ1.0mm以下で，しばしば累帯構造を示すものがあ
∧

る。まれに紫蘇輝石と平行連晶をなす。β＝1.695～1.703，2Vγ＝56～47ﾟ，cZ＝45ﾟ，Wo

43 En 38 Fs 19 ～ Wo 42 En 32 Fs 26 である。紫蘇輝石は大きさ1.5mm以下で，γ＝

1.707～1.711，Fs＝35～38である。両輝石とも大きさ0.2～0.8mmのものが大部分であ

って，反応縁はみとめられない。角閃石は大きさ0.2～0.9mm，少量（ときにまれ）で，オ

パサイト化作用を受け，周縁部は鉄鉱に変質し，小型のものは完全に変質している。新鮮な
∧

角閃石は著しい多色性を示し，X＝淡が色，Y＝赤が色，Z＝濃赤が色，cZ≒0ﾟ，αmin＝

1.704である。橄欖石は大きさ0.5mm以下，少量で，周縁部および割れ目に沿ってイディ

ングス石化している。石英は大きさ0.2～0.5mm，少量で，融食され円味をおびている。

石基：斜長石・斜方輝石・単斜輝石・ガラス・鉄鉱

ガラス基流晶質組織を示す。

Ⅱ．10．5　赤倉沢泥流堆積物および未区分泥流堆漬物など

岩木火山の裾野には，泥流堆積物，降下火砕物（air fall pyroclastic deposits），2次堆積物など色々

あるが，山麓の露出不良であるため，地質図上で細分できなかった。赤倉沢泥流堆積物についてのみ，

その範囲を点線で示した。

A　赤倉沢泥流堆積物

赤倉沢泥流堆積物は岩木火山の北東側の赤倉沢の上流付近から発生したもので，北東麓の約65km2

の面積をおおい，平均の厚さ20m内外である。総体積は約1.3km3で，磐梯山の1888年泥流とほぼ同

規模である。上述の北東麓には60コ以上のドーム状小丘（比高90m，短径500m，長径700m以内）が

散在しているが，つぎの証拠により泥流堆積物の末端にしばしばみられる泥流丘と考えられる。

弘前と鰺ガ沢とを結ぶ街道の近くで大型の泥流丘（“流れ山”）の存在する位置は，山腹傾斜の変換点

にあたる。手白森山（海抜145m）の南方300mの大森勝山遺跡では，表層部近くから無土器の石器を

産する（弘大国史研究19，20号）ことから，この泥流堆積物の年代は1万年より古い。

 （1）岩木火山北東麓の小丘を構成するものは，その表層に近い部分は安山岩角ぷとその間をみたす

砂と泥であり，その下は基質が少なく岩塊の乱雑な堆積であり，中心には小丘の形を支配する巨大な

岩塊が存在する。

 （2）安山岩角ぷは岩木火山本体を構成する熔岩と肉眼的および鏡下での特徴が酷似している。なお

第7表でわかるように化学成分の点でもよくにている。
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第 7表　岩 木 火 山 の 安 山 岩 類 の 化 学 成 分
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第10図　五所川原地域北西端七里長浜
下位から鳴沢層（NS）・段丘堆積層（td）・砂丘堆積層（Sd）が不整合関係で
重なっている．地質図では写真にみられる段丘堆積層を省略してある．

（3）株式会社多田組十面沢採石場には巨大な岩体が露出しているが，その節理系はこの小丘のドー

ム状形態とは無関係である。

ＢＢＢＢＢ　そのほかの泥流堆積物，降下火砕物，2次堆積物など

上述したように山麓の露出不良のため，断片的にしか観察できず，相互関係は不明である。つぎに観

察した2，3の箇所について述べる。

（1）長前から山腹の新道へ向かう道（建設中）の切割（高圧線のやや北方）には，上から腐植土

(humus)，白黄色軽石質火山灰，新・旧のローム層，Ａとことなる泥流堆横物の順で露出している。

（2）黄金山（海抜168.3m）の西南西方約0.7kmの地点では，上位から腐植土，白黄色火山灰，石

質の火山ぷ～粗粒火山灰を含む白黄色粗粒火山灰，帯紫白が色ローム層，安山岩角ぷを多量に含むロ

ーム層泥流堆積物）の順にかさなっている。

（3）山田野バス停南方約0.6kmの道路沿いでは，上位から腐植土，降下軽石（厚さ0.2～0.3m），

新ローム層（厚さ0.5m），旧ローム層（1.5m），第1段丘堆積物（山田野層）の順でかさなってい

る。3つの単位の火山灰の大きさの降下火砕物がみられる。

（4）舞戸～川尻間の露頭（西隣鰺ガ沢地域内）では2つの単位の火山灰の大きさの降下火砕物がみ

られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

岩木火山の安山岩類の化学成分は第7表のとおりである。

Ⅱ．11　砂丘堆積層および沖積層

砂丘堆積層は本地城北西端部に分布し，砂からなっている。砂は細粒で，淘汰がよい。東へ向かって

急傾斜する偽層が発達している。東西方向に平行に発達する砂丘群を形成している（第10図）。

冲積層は本地域の北部～西部に広く分布し，砂・ぷおよび粘土からなる。
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Ⅲ.　応　用　地　質

石　　材

本地域中央部の岩木山麓の十面沢から十腰内にいたる地区一帯には，爆裂火口から裾野に流下した多

数の泥流丘がみられる。この泥流丘を構成する紫蘇輝石普通輝石安山岩熔岩の角ぷは，古くから道路建

設用とか石垣用などに石材として利用されている。採石場は休山中のものを合わせると10数ヵ所あり，

すべてごく小規模なものである。そのうちの代表的な採石場の，地質図に記入した。
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GEOLOGY

OF THE

GOSHOGAWARA DISTRICT
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Atsushi OZAWA and Jiro HIRAYAMA

(Written in 1969)

(Abstract)

GEOLOGY

The mapped area is located in the western part of the Aomori Prefec-

ture, Northeast Japan. The stratigraphic sequence of the area is summarized

in Table 1.
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Neogene　Tertiary

The Neogene Tertiary may be divided into so-called “Green Tuff” and

“Oil Tert iary” of  Northeast  Japan.  The former is  characterized by green-

colored volcanic rocks and includes the Kuroishizawa Formation. The latter

is characterized by sedimentary rocks with a small amount of volcanics, and

includes the Odoji, Akaishi, Maido, Narusawa and Tatsuyama Formations.

Kuroishizawa Formation (thickness 400m ＋)

The Kuroishizawa Formation, the lowermost of the Neogene Tertiary

in  the  mapped  a rea ,  i s  d iv ided  in to  the  lower  and  upper  par t s ,  and  the

lithofacies of each part is shown as follows.

Lower part  (thickness 150m ＋)  :  Basalt  tuff breccia,  lapill i  tuff and

tuff.

Upper  par t  ( th ickness  250m ±)  :  Andes i te  tuf f  breccia  and lapi l l i

tuff.

Table　1
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Odoji Formation (thickness 30-200m)

The Odoji  Formation overl ies  the Kuroishizawa Formation with un-

conformity. It consists of hard shale and acid tuff.

Akaishi Formation (thickness 30-600m)

The Akaishi Formation conformably overlies the Odoji Formation and

consists of black mudstone.

Maido Formation (thickness 30-600m)

The Maido Formation overlies the Akaishi Formation with conformity,

and consists of silty mudstone.

Narusawa Formation (thickness 100-265m)

The Narusawa Formation overlies the Maido Formation with conformity,

and consists chiefly of sandstone, associated with acid tuff.

Tatsuyama Formation (thickness 50-100m)

The Tatsuyama Formation overlies the Narusawa Formation with con-

formity, and consists of sandstone and acid tuff.

The mapped area is  characterized by the folded structure with a ge-

neral  t rend of  N-S to  NNW-SSE direct ion.  From west  to  east ,  the  Naru-

sawa syncline, Morita anticline and Goshogawara anticline are successively

arranged. The anticline coincides with the positive gravity anomaly and the

syncline with the negative. The remarkable change in thickness of the Neogene

deposits  is  recognized between the si tes of Narusawa syncline and Morita

an t ic l ine .  On the  wes te rn  s ide  of  the  boundary ,  the  Akaish i  Format ion

is  200 to  600m in  th ickness ,  and the  Maido Format ion i s  150 to  600m.

On the other hand, on the eastern side of the boundary, the Akaishi Formation

is less then 45m in thickness, and the Maido Formation is 30 to 100m.

Quaternary

The Quaternary rocks comprise Iwaki volcano, the Diluvial  deposits

and the  Al luvium.  Iwaki  volcano occupies  the  southwestern  par t  of  the

mapped area .  I t  has  an  e l l ip t ica l  ca ldera  1 .7km and 2 .5km in  d iameter .

The somma is composed of hypersthene-augite andesite lava, olivine-hypers-

thene-augite andesite lava and their pyroclastics.







第 6 図　五所川原地域付近の地質略図



第 7 図　五所川原地域付近の新第三系の層厚変化を示す概念的断面図



第 8 図　西燐鰺ヶ沢付近の地質図



第 9 図　岩木火山山頂部の地質図




